
履 歴 大 要  

昭和 55年 12月 1日 

【学歴】 

平成 11年 3月  私立桐光学園高等学校 卒業 

平成 11年 4月  東京大学教養学部理科Ⅱ類 入学 

平成 15年 3月  東京大学農学部生物生産科学課程生命化学専修 卒業 

平成 15年 4月  東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻修士課程 入学 

平成 17年 3月  東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻修士課程 修了 

平成 17年 4月  東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻博士課程 入学 

平成 20年 3月  東京大学大学院農学生命科学研究科応用生命化学専攻博士課程 修了 

平成 20年 3月  博士（農学）（東京大学） 

 

【職歴】 

平成 17年 4月  日本学術振興会特別研究員（DC1）（東京大学大学院農学生命科学研究科） 

平成 20年 3月  同上 任期満了 

平成 20年 4月  東京大学大学院農学生命科学研究科 特任研究員 

平成 21年 3月  同上 退職 

平成 21年 4月  日本学術振興会特別研究員（PD）（東京大学大学院理学系研究科） 

平成 22年 6月  日本学術振興会優秀若手研究者海外派遣事業 

（イスラエル、ワイツマン科学研究所） 

平成 23年 5月  同上 任期満了 

平成 24年 3月  日本学術振興会特別研究員（PD）（東京大学大学院理学系研究科）任期満了 

平成 24年 4月  東京大学大学院農学生命科学研究科 特任研究員 

平成 24年 8月  東京大学大学院農学生命科学研究科 特任助教（研究室経費） 

平成 25年 4月  東京大学大学院農学生命科学研究科 特任助教（専攻経費） 

平成 26年 2月  東京大学大学院農学生命科学研究科 助教 

平成 26年 8月  東京大学大学院農学生命科学研究科 講師 

平成 28年 9月  東京大学卓越研究員 

平成 29年 8月  東京大学大学院農学生命科学研究科 准教授 

令和  4年  5月  東京大学大学院農学生命科学研究科 教授 

現在に至る。 

 

研 究 業 績 

【学位論文】 

鈴木道生「アコヤガイの貝殻形成に関与する有機基質の構造および機能解析」博士（農学）（東京大学）、2008年 
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毎日新聞「サイエンスカフェ」、「真珠はなぜ輝くのか？」、第 78 回 農芸化学会 サイエンスカフェ in 東京（三省堂

書店神保町本店、2015年 4月 18日） 

東進ハイスクール「大学学部研究会」、「真珠とバイオミネラリゼーションの科学」（2021年度講演動画、冊子） 

フロムページ「夢ナビ」、「真珠のバイオミネラリゼーション研究」（「夢ナビライブ 2020 Web WEEK」東京会場、「夢

ナビライブ2021 Web in Summer」、「夢ナビライブ2021 Web in Autumn」、「夢ナビライブ2022 Web in Autumn」、

「夢ナビライブ 2023 Web in Summer」、「夢ナビライブ 2023 Web in Autumn」） 

桐光学園高等学校、大学研究会「東大ツアー」、2023年 6月 5日 

スクール・モバイルミュージアム（大学連携事業室）「真珠はなぜ輝くのか？」文京区教育センター、2024年 1月 

 

【所属学会・研究集会】 

日本農芸化学会 

日本分析化学会 

マリンバイオテクノロジー学会 

日本キチン・キトサン学会 

バイオミネラリゼーション研究会 

日本水産学会 

 

【査読実績】 

ACS Biomaterials Science & Engineerin、1件 

ACS omega、1件 

Applied and Environmental Microbiology、1件 

Aquaculture Reserch、1件 

Biochemistry、1件 

Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry、5件 

Carbohydrate Polymers、1件 

Chemistry letters、1件 

Comparative Biochemistry and Physiology、8件 

Computational Biology and Chemistry、1件 

Crystal Growth & Design、5件 

European Journal of Mineralogy、1件 

Fisheries Science、3件 

Geochronology、1件 

International Journal of Molecular Sciences、1件 

Journal of Crystal Growth、1件 

Journal of Materials Chemistry B、1件 

Journal of Structural Biology、8件 

Marine Biology、1件 

Marine Biotechnology、7件 



Marine Pollution Bulletin、1件 

Materials、1件 

Micron、3件 

Minerals、2件 

Molecular Biology and Evolution、1件 

PLOS ONE、6件 

PNAS、1件 

Polymers、1件 

Scientific Reports、2件 

Zoological Science、1件 

Zoology、1件 

 

特許 

 

「マトリックスメタロプロテアーゼ活性阻害剤、皮膚外用剤、老化防止用皮膚外用剤、しわ防止用皮膚外用剤、慢性

関節リウマチ及び他の疾患の治療又は予防剤」 

発明者：鈴木道生、長澤寛道、前山薫、服部文弘 

出願番号：特願 2013-138863、出願日：2013年 7月 2日 

特許公開：特開 2015-10081、公開日 2015年 1月 19日、認証日 2017年 7月 4日 

 

「黄鉄鉱ナノ粒子の製造方法」 

発明者：鈴木道生、松田大輝、鈴木庸平 

出願番号：特願 2017-39397、出願日：2017年 3月 2日 

 

「複合体の製造方法および複合体」 

発明者：鈴木道生、浪川勇人、安元剛、渡部終五、森安賢司、勝又聡、前山薫 

出願番号：特願 2022-148202、出願日：2022年 9月 16日 

 

「二酸化炭素の固定化方法及び固定化システム並びに炭酸塩の製造方法」 

発明者：安元剛、廣瀬美奈、勝又聡、牟田（植田）直幸、森安賢司、鈴木道生 

出願番号：特願 2023-004107、出願日：2023年 1月 13日 

 

「二酸化炭素を循環利用する脱硫方法及び脱硫システム」 

発明者：鈴木道生、勝又聡、植田直幸、渡部哲也、朝山茂樹、森安賢司、吉馴太一、安元剛 

出願番号：特願 2023-011391、出願日：2023年 1月 27日 

 

「カルシウムイオン溶出方法、二酸化炭素の固定化方法、及び炭酸カルシウムの製造方法」 



発明者：鈴木道生、リ イテイ、勝又聡、植田直幸、安元剛、森安賢司、吉馴太一 

出願番号：特願 2023-011392、出願日：2023年 1月 27日 

 

「二酸化炭素の固定化方法及び固定化システム並びに炭酸カルシウムの製造方法」 

発明者：鈴木道生、勝又聡、植田直幸、森安賢司、吉馴太一、安元剛、大野良和 

出願番号：特願 2023-037836、出願日：2023年 3月 10日 

 

「炭酸カルシウム結晶の製造方法」 

発明者：鈴木道生、浪川勇人、安元剛、大野良和、森安賢司、吉馴太一、勝又聡、植田直幸 

出願番号：特願 2023-176276、出願日：2023年 10月 11日 

 

競争的資金の獲得状況 

 

日本科学協会、笹川科学研究助成：2003年度「アコヤ貝における貝殻形成の分子機構」15-366M 62万円 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（DC1）：2005-2007 年度「アコヤ貝の貝殻形成に関与する有機基質の構造

および機能解析」270万円 

応用微生物学研究奨励会、国際会議出席費助成：2005年度 

日本学術振興会、特別研究員奨励費（PD）：2009-2011 年度「アコヤガイ貝殻の有機基質に着目した貝殻形成の

分子機構の解明」340万円 

日本学術振興会、優秀若手研究者海外派遣事業：2010年 6月-2011年 5月  

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2013-2015年度「軟体動物貝殻の炭酸カルシウム結晶の形

態と欠陥を制御する有機基質の探索と機能解析」340万円 

加藤記念バイオサイエンス振興財団、研究助成：2014-2015 年度「軟体動物貝殻内の有機基質の改変による石灰

化の機構解明と高機能材料の創出」200万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：東京大学 鈴木庸平 准教授））：2014-2016 年度「天

然におけるナノ黄鉄鉱の生成過程と生命誕生駆動力の解明」150万円 

東京応化科学技術振興財団、研究助成：2015 年度「アコヤガイによる高強度のキチン―炭酸カルシウム複合構造

の形成メカニズムの解明」80万円 

日本科学協会、海外発表促進助成：2015年度 

日本学術振興会、科学研究費、若手研究（B）（代表）：2016-2017 年度「アコヤガイ貝殻の方解石結晶の欠陥を制

御する有機物ナノファイバーの形成機構の解明」320万円 

東京大学卓越研究員、研究助成：2016-2017年度 600万円 



二国間交流事業共同研究（日本－イスラエル、JSPS - ISF Joint Academic Research Program）、日本側代表、鈴

木道生、イスラエル側代表、Steve Weiner：2017-2018 年度「Study on the formation mechanism of fibrous 

microstructure in the ligament of mollusks and mammals.」500万円 

鉄鋼環境基金、若手研究助成：2017-2018年度「鉄鋼スラグの藻場造成資材としての高度利用」200万円 

長瀬科学技術振興財団、研究助成：2017 年度「生体鉱物由来のペプチドを用いた炭酸カルシウム結晶形成制御

手法の開発」250万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：東京大学 永田宏次 准教授））：2018-2020 年度「乳

タンパク質ラクトフェリンの抗ウイルス・抗菌作用の構造基盤解明と活性増強」155万円 

 

鉄鋼環境基金、一般研究助成：2019-2021年度「微生物を用いた鉄鋼スラグの藻場造成資材とし 

て高度利用法の開発」400万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（代表）：2019-2022年度「真珠の質を決定する真珠層の炭酸カルシ

ウム結晶の厚みの調整機構の解明」1,320万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：北海道大学 川野潤 准教授））：2019-2021 年度「生

体内石灰化における vital effectの物理化学的考察」120万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：増養殖研究所 松本才絵 主任研究員））：2019-2021

年度「二枚貝におけるレチノイン酸の卵成熟誘起機構の解明」410万円 

金沢大学環日本海域環境研究センター共同研究（代表）：2019-2020 年度「カキの貝殻チョーク層の形成が海洋

環境から受ける影響の解析」42万円 

神奈川大学総合理学研究所共同研究助成（分担（代表：神奈川大学 大平剛 教授）：2019 年度「ナンキョクオキ

アミのフッ素取り込み機構の分子基盤の解明」40万円 

JKA（自転車等機械振興事業に関する補助金）（分担（代表：宮城大学 北辻政文 教授））：2019年度「鉄イオンを

供給するスラグ活用漁礁ブロックの開発補助事業」50万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（代表）：2019-2020 年度「生体分子を用いた黄鉄鉱ナノ粒子

の合成法の開発と応用」500万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：三重大学 舩原大輔 教授）：2019-2020 年度

「貝殻の貝柱接着面で形成される光輝層における筋タンパク質の機能解析」250万円 

日本学術振興会、科学研究費、新学術領域研究（計画班）（代表）：2019-2023 年度「生命金属動態を利用したバ

イオレメディエーション技術の開発」4,930万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：東京大学 神谷岳洋 准教授）：2020-2021 年度

「植物の根における高解像度な元素濃度分布および遺伝子発現マップの作成」40万円 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究（B）（分担（代表：三重大学 舩原大輔 教授）：2021-2023 年度「貝殻と

閉殻筋の接着面に生じる光輝層の形成におけるパラミオシンの役割に関する研究」450万円（予定） 



日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（代表）：2021-2022 年度「バイオミネラリゼーションにおけるア

ラゴナイトの双晶密度制御機構の解明」500万円 

二国間交流事業共同研究（日本－イスラエル、JSPS - ISF Joint Academic Research Program）、日本側代表、鈴

木道生、イスラエル側代表、Boaz Pokroy：2021-2022年度「Correlating aragonite intracrystalline proteins with 

twin formation in the biominerals」500万円 

日本学術振興会、科学研究費、挑戦的研究（萌芽）（分担（代表：広島大学 富永依里子 准教授）：2021-2022 年

度「細菌が行う電子・イオンの授受による半導体結晶形成機構の解明と制御」100万円（予定） 

カーボンリサイクルファンド、助成金（分担（代表：北里大学 安元剛 講師）：2021 年度「廃海水と生体アミンを用い

た新たな CO2 鉱物化法の開発」175万円 

 

新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）、カーボンリサイクル・次世代火力発電等技術開発／次世代火力

発電技術推進事業／カーボンリサイクル技術の共通基盤技術開発（分担（代表：北里大学 安元剛 講師）：2022-

2024年度「海水と生体アミンを用いた CO2 鉱物化法の研究開発」4,500万円 

 

環境再生保全機構（ERCA）、環境研究総合推進費（代表）：2022-2024年度「バイオミネラリゼーションを模した海

水からの炭酸カルシウム合成による大気中の二酸化炭素固定技術の研究開発」1億円 

 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究B（分担（代表：東京大学 奥村大河 助教）：2022-2024年度「バイオミネ

ラル中の微量元素と有機分子の可視化による vital effect精緻化」200万円 

 

日本学術振興会、科学研究費、基盤研究 A（代表）：2023-2026 年度「炭素循環におけるバイオミネラリゼーション

の役割の解明」3,690万円 

 

受 賞 

 

2014 年度、第 13 回日本農学進歩賞、鈴木道生「アコヤガイの真珠および貝殻形成に関与する有機基質に関する

研究」 

 

2016 年度、マリンバイオテクノロジー論文賞、鈴木道生、小暮敏博、作田庄平、長澤寛道「 Identification of 

Ligament Intra-Crystalline Peptide (LICP) from the Hinge Ligament of the Bivalve, Pinctada fucata」 

 

2017 年度、長瀬研究振興賞、鈴木道生「生体鉱物由来のペプチドを用いた炭酸カルシウム結晶形成制御手法の

開発」 

 

2017 年度、展望とトピックス「日本分析化学会 第 64 年会」、陳嘉上、松川岳久、篠原厚子、井村祐己、吉村悦郎、

鈴木道生「食品中の米におけるカドミウムの化学形態」 

 



2018 年度、プラズマ分光分析研究会第 104 回講演会ポスター賞、川上和宏、陳嘉上、根岸瑠美、永田宏次、吉村

悦郎、鈴木道生「カキにおけるカドミウム結合物質の探索」 

 

2018 年度、日本水産学会論文賞、Masahiko Awaji, Toshie Matsumoto, Daisuke Ojima, Shunsuke Inoue, 

Michio Suzuki, Masaei Kanetsugu「Oocyte maturation and active motility of spermatozoa are triggered by 

retinoic acid in pen shell Atrina pectinate.」 

 

2018 年度、第 13回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、加藤由悟、菊池郁也、井村祐己、吉村悦郎、

鈴木道生「乳酸菌由来物質を用いた金ナノ粒子の合成と評価」 

 

2019 年度、日本農芸化学会 2019 年度大会トピックス賞、加藤由悟、菊池郁也、吉村悦郎、鈴木道生「乳酸菌を模

倣した金ナノ粒子合成手法の開発」 

 

2019 年度、農芸化学奨励賞、鈴木道生「バイオミネラリゼーションを制御する有機基質の構造と機能に関する研究」 

 

2019 年度、第 14 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、朱凌霄、近都浩之、根岸瑠美、鈴木道生「ア

コヤガイ貝殻真珠層におけるキチン分解酵素の役割」 

 

2019 年度、第 14 回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、山下達也、松田大輝、アーサンナズムル、岡

田至崇、鈴木庸平、鈴木道生「ウロコフネタマガイ由来の有機高分子を利用した pyriteナノ粒子の合成」 

 

2020年度、展望とトピックス「日本分析化学会 第 69年会」、加藤由悟、山本利義、鈴木道生「河川から単離した鉛

耐性微生物による鉛ナノ化機構の解明」 

 

2021 年度、優秀ポスター賞「第 21 回マリンバイオテクノロジー学会」、鄭澤華、川上和宏、根岸瑠美、朝倉富子、永

田宏次、鈴木道生「カキ（Crassostrea gigas）軟体部におけるカドミウム結合タンパク質の同定と機能解析」 

 

2021 年度、第 16回バイオミネラリゼーションワークショップポスター賞、朱凌霄、近都浩之、根岸瑠美、胡桃坂仁志、

作田庄平、栗山功、前山薫、永井清仁、川端美千代、幸塚久典、三浦徹、岡良隆、清水啓介、永田宏次、鈴木道生

「Pinctada fucata の真珠層におけるキチン分解酵素の役割の解明」 

 

2021年度、新学術領域研究「生命金属科学」領域会議 第 4回地方巡業（東京）第 1回若手優秀研究発表賞、加

藤由悟、鈴木道生「廃鉱山流域から単離した Pseudomonas sp.による鉛濃集と沈着機構の解析」 

 

2022 年度、新学術領域研究「生命金属科学」第 2 回夏合宿 若手優秀研究発表賞、浪川勇人、鈴木道生「アコヤ

ガイ貝殻の金属酵素( nacrein)を用いた炭素固定化法 」 

 



2022 年度、第 17 回バイオミネラリゼーションワークショップ優秀発表賞、浪川勇人、俵屋壮大郎、Kowit 

Hengphasatporn、重田育照、鈴木道生「アコヤガイ貝殻の炭酸脱水酵素である nacrein の Ca 結合による構造

変化」 

 

2023 年度、第 23 回マリンバイオテクノロジー学会 学会賞、鈴木道生「水生生物におけるバイオミネラリゼーション

機構の解明に関する研究」 

 

2023 年度、第 2 回生命金属科学シンポジウム 優秀ポスター賞、大嶋啓介、鈴木道生「アコヤガイ貝殻真珠層タン

パク質の定量プロテオミクス解析および新規タンパク質の機能解析」 

 

2023 年度、第 23 回マリンバイオテクノロジー学会 ポスター発表部⾨最優秀賞、⼤嶋啓介，清⽔啓介，根岸瑠美，

胡桃坂仁志，鈴木道生「アコヤガイ真珠層タンパク質の定量プロテオミクスおよび新規タンパク質の性状解析」 

 

2023 年度、第 22 回東京大学生命科学シンポジウム 優秀ポスター賞、浪川勇人，鈴木道生「Enhancing carbon 

fixation using powdered shells 貝殻粉末を用いた炭素固定反応の促進」 

 

2023 年度、日本農芸化学会関東支部 2023 年度大会、ポスター賞、二川慶、森岡太⼀、伊藤隆、池⾕鉄兵、降旗⼀

夫、渡辺裕之、鈴木道生「NMR法を⽤いたアコヤガイ真珠層タンパク質Pif80に含まれる酸性・塩基性アミノ酸の繰

り返し配列(DDRK)の CaCO3表⾯での⽴体構造解析」 

 

2023 年度、第 18回バイオミネラリゼーションワークショップポスター発表賞、劉心璐、朱凌霄、清水啓介、遠藤一佳、

吉村航、小杉知佳、舩原大輔、筒井直昭、鈴木道生「固体 Ca 源による貝類の石灰化への影響解析」 

 

2024年度、日本農芸化学会 2024年度大会、トピックス賞、浪川勇人、鈴木道生「CO2固定技術の開発に貢献する

バイオミネラル粉末の機能解析」 

 

【学生の受賞】 

2017 年度、東京大学大学院農学生命科学研究科研究科長賞、松田大輝「ウロコフネタマガイにおけるナノ黄鉄鉱

形成に関与する有機基質に関する研究」 

 

2020 年度、東京大学大学院農学生命科学研究科研究科長賞、山下達也「ヘムタンパク質を用いた黄鉄鉱ナノ粒

子形成メカニズムの解明」 

 

2021 年度、東京大学大学院農学生命科学研究科研究科長賞、加藤由悟「金属ナノ粒子生成細菌による金属沈着

機構の解明」 

 

2023 年度、東京大学大学院農学生命科学研究科研究科長賞、浪川勇人「貝殻内の炭酸脱水酵素 nacrein の機

能解析と脱炭素技術への応用」 


